
瀬戸石橋　<Setoishi　Ｂｒｉｄｇｅ>

橋梁概要

橋梁データ
● ： 西日本高速道路株式会社九州支社

● ： 大分県津久見市大字津久見

● ： 4径間連続波形鋼板ｳｪﾌﾞPCﾗｰﾒﾝ箱桁橋

● ： 253.0m

● ： 51.0m+61.0m+85.0m+54.0m

● ： 9.810m

● ： 平面線形R＝1500ｍ　

縦断勾配：2.5%～1.5%　

横断勾配：4.000%

● ： 2008年4月（予定）

● ： 固定式支保工架設　　　（A1～P1径間）

片持ち張り出し架設工法（P1～A2径間）

● ： 縦締） フレシネー工法(内：12ｓ15.2)

ディビダーク工法(外：19ｓ15.2)

横締） ＳＭ工法
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波形鋼板の製作 SM490YB

　瀬戸石橋は、大分県津久見市に位置し、東九州自動車道に架かる4径間連続PCﾗｰﾒﾝ箱桁橋である。
　本橋は、上部工構造が波形鋼板ウェブ橋で、波形鋼板ウェブとコンクリート上床版との接合にパーフォボンド
リブ接合、下床版との接合に埋め込み接合を採用しているといった特徴を有している。

備　　考

σck40

内ケーブル

外ケーブル、エポキシ被覆

床版横締めケーブル、プレグラウト11,386



波形鋼板ウェブ橋の特色（瀬戸石橋について）

●コンクリートと波形鋼板の接合●

（上床版ｺﾝｸﾘｰﾄと波形鋼板の接合）

　孔あき鋼板（ﾊﾟｰﾌｫﾎﾞﾝﾄﾞﾘﾌﾞ）を橋軸方向に2枚併設

　したﾂｲﾝﾊﾟｰﾌｫﾎﾞﾝﾄﾞﾘﾌﾞ接合を採用した。この接合方

　法は、ずれせん断挙動に優れ、接合構造の製作の省

　力化により経済性が発揮でき、さらにPBLをﾌﾗﾝｼﾞﾌﾟ

　ﾚｰﾄ上に2枚設けることにより橋軸方向の水平せん断

　耐力の向上と接合部の橋軸直角方向の輪荷重に伴う

　首振り挙動に対して有効に抵抗できる。

（下床版ｺﾝｸﾘｰﾄと波形鋼板の接合）

　輪荷重に伴う横方向曲げ挙動が極めて小さいことや

　コンクリートの充填性を考慮し、埋込み接合を採用

　した。

●波形鋼板下塗り塗料●

　波形鋼板ウェブ同士の継手部には、高力ボルトを用いた１面摩擦継ぎ手を採用している。

　一般的に、外面はＩ塗装系（有機ｼﾞﾝｸﾘｯﾁﾍﾟｲﾝﾄ）、高力ボルト接合部の摩擦接合面はＪ塗装系

（無機ｼﾞﾝｸﾘｯﾁﾍﾟｲﾝﾄ）となっている。本橋では、これらの塗り分けを無くす為、十分なすべり耐

力（すべり摩擦係数0.45以上）を有する高摩擦有機ｼﾞﾝｸﾘｯﾁﾍﾟｲﾝﾄを外面及び接合面に採用した。

●波形鋼板の割付●

　１波長1.6mの波形鋼板を採用しており、標準パネル長

及び標準ブロック長は4.8m（３波長分）となる。本橋は

平面線形（単Ｒ）を有している為、外Ｒ側の波板中心線

を基準にブロック割を行うことで、ブロック長と同一の

パネル長、標準パネル長（4.8m）以下でのパネル割付け

とした。これにより、各ブロック先端からの波板の突出

長が一定となり、波形鋼板のジベル孔の割付けを一定と

できるため、波板の製作やジベル貫通鉄筋の配筋計画を

容易にしている。

極東工業株式会社

一般的な波形鋼板の塗装 本橋の波形鋼板の塗装

外R側

内R側

波形鋼板の平面割付図（抜粋）

ツインパーフォボンドリブ接合(上床版側)

埋込み接合(下床版側)

高摩擦
有機ｼﾞﾝｸﾘｯﾁﾍﾟｲﾝﾄ

高摩擦
有機ｼﾞﾝｸﾘｯﾁﾍﾟｲﾝﾄ有機ｼﾞﾝｸﾘｯﾁﾍﾟｲﾝﾄ

無機ｼﾞﾝｸﾘｯﾁﾍﾟｲﾝﾄ


